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二
八
五
◎
研
究
室
の
動
き
○
人
事
二
〇
一
八
年
九
月
三
十
日
付
・
文
学
部
助
教
を
退
職
す
る
大
塚　
　
修
二
〇
一
八
年
四
月
一
日
付
・
平
成
三
十
年
度
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
長
に
補
さ
れ
る

鈴
木　
道
也
・
平
成
三
十
年
度
文
学
部
史
学
科
学
科
長
に
補
さ
れ
る
千
葉　
正
史
・
文
学
部
助
教
（
史
学
科
）
に
補
さ
れ
る
大
塚　
　
修
二
〇
一
八
年
三
月
三
十
一
日
付
・
平
成
二
十
九
年
度
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
長
を
退
任
す
る

大
豆
生
田　
稔
・
平
成
二
十
九
年
度
文
学
部
史
学
科
学
科
長
を
退
任
す
る

千
葉　
正
史
○
史
学
科
調
査
実
習
・
二
〇
一
八
年
四
月
十
五
日　
史
学
科
の
学
部
生
を
対
象
と
し
た
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
佐
倉
市
）
専
任
教
員
活
動
報
告
森　
　
　
公　
章　
教
授
研
究
活
動
〇
著
書
・『
古
代
日
中
関
係
の
展
開
』　
単
著　
二
〇
一
八
年
五
月
一
〇
日　
敬
文
舎
（
一
～
三
一
九
頁
）
○
論
文
・「
野
中
寺
弥
勒
像
台
座
銘
の
「
カ
イ
」　
単
著　
二
〇
一
八
年
三
月
一
〇
日　
佐
藤
信
編
『
史
料
・
史
跡
と
古
代
社
会
』（
吉
川
弘
文
館
）
（
三
二
～
五
四
頁
）
・「
平
安
中
・
後
期
の
対
外
関
係
と
対
外
政
策
─
「
遣
唐
使
」
以
後
を
考
え
る
─
」　
単
著　
二
〇
一
八
年
三
月
一
五
日　
『
白
山
史
学
』
五
四
号
（
三
二
～
四
八
頁
）
・「
余
五
将
軍
平
維
茂
の
軌
跡
」　
単
著　
二
〇
一
八
年
三
月
一
五
日　
『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
五
四
集
（
三
〇
七
～
三
二
八
頁
）
・「
長
屋
王
家
と
畿
内
」　
単
著　
二
〇
一
八
年
四
月
二
五
日　
広
瀬
和
雄
・
山
中
章
・
吉
川
真
司
編
『
講
座
畿
内
の
古
代
学
』
Ⅰ
畿
内
制
（
雄
山
閣
）（
一
六
四
～
一
七
八
頁
）
・「
延
暦
度
遣
唐
使
三
題
」　
単
著　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
五
日　
小
口
雅
史
編
『
律
令
制
と
日
本
古
代
国
家
』（
同
成
社
）（
八
四
～
一
〇
六
頁
）
・「
大
宰
府
官
衙
の
研
究
」　
単
著　
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
〇
日　
大
宰
府
史
跡
発
掘
五
〇
周
年
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
大
宰
府
の
研
究
』
（
高
志
書
院
）（
三
一
～
四
九
頁
）
○
そ
の
他
・「
中
央
集
権
へ
の
胎
動
─
国
造
制
と
屯
倉
制
─
」
単
著　
二
〇
一
八
年
一
月
一
三
日　
『
明
治
大
学
博
物
館
友
の
会
会
報
』
五
五
号
（
三
頁
）
・「『
古
代
日
中
関
係
の
展
開
』
の
刊
行
に
向
け
て　
「
遣
唐
使
以
後
」
か
二
八
六
ら
日
宋
貿
易
へ
」　
単
著　
二
〇
一
八
年
四
月
一
日　
『M
y
舎
人
倶
楽
部
』
二
二
号
（
二
頁
）
・「
北
山
抄
─
吏
途
指
南
─
」　
単
著　
二
〇
一
八
年
六
月
三
日　
佐
藤
信
・
小
口
雅
史
編
『
古
代
史
料
を
読
む
』
下
平
安
王
朝
篇
（
同
成
社
）
（
二
三
〇
～
二
四
九
頁
）
・
歴
史
書
懇
話
会
創
立
五
〇
周
年
記
念
「
読
書
ア
ン
ケ
ー
ト
」　
単
著　
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
日　
『
歴
史
書
通
信
』
二
四
〇
号
（
六
〇
～
六
一
頁
）
・「
大
宰
府
の
官
衙
」　
単
著　
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
五
日　
大
宰
府
史
跡
発
掘
五
〇
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
展
望
・
大
宰
府
研
究
大
宰
府
の
官
衙
」　
九
州
国
立
博
物
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ル
・「
長
国
造
と
そ
の
ク
ニ
」　
単
著　
二
〇
一
九
年
二
月
二
四
日　
長
国
の
埋
蔵
文
化
財
五
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム　
小
松
島
市
ミ
リ
カ
ホ
ー
ル
○
調
査
活
動
・
科
学
研
究
補
助
金
基
盤
研
究
Ｃ
「
郡
的
世
界
」
か
ら
国
衙
の
支
配
へ
の
歴
史
的
変
遷
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
（
研
究
代
表
者
）
学
会
活
動
白
山
史
学
会
、木
簡
学
会
、史
学
会
、日
本
歴
史
学
会
、日
本
史
研
究
会
、
大
阪
歴
史
学
会
、
続
日
本
紀
研
究
会
、
正
倉
院
文
書
研
究
会
、
条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
会
、
高
知
海
南
史
学
会
、
朝
鮮
史
研
究
会
教
育
活
動
・
学
内　
日
本
史
概
説
Ａ
・
Ｂ
、
日
本
史
学
特
講
②
Ａ
・
Ｂ
、
日
本
史
史
料
研
究
①
Ａ
・
Ｂ
、
日
本
史
学
卒
論
演
習
①
Ａ
・
Ｂ
（
学
部
）、
日
本
史
学
特
論
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
、
日
本
史
学
演
習
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
、
日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
、
日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
（
大
学
院
）
社
会
的
活
動
・
練
馬
区
文
化
財
審
議
委
員
・
大
宰
府
史
跡
調
査
研
究
指
導
委
員
会
委
員
・
文
部
科
学
省
教
科
用
図
書
検
定
調
査
審
議
会
委
員
・
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
学
位
審
査
会
歴
史
部
会
専
門
委
員
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
総
合
展
示
第
一
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
委
員
会
委
員
・
府
中
市
史
編
纂
委
員
・
日
本
歴
史
学
会
理
事
・
評
議
員
・
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
専
門
委
員
及
び
国
際
事
業
委
員
会
書
面
審
査
員
・
書
面
評
価
員
（
人
文
学
領
域
）【
事
後
報
告
】
（
二
〇
一
六
年
八
月
一
日
～
二
〇
一
八
年
七
月
三
一
日
）
・
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
卓
越
研
究
員
候
補
者
選
考
委
員
会
書
面
審
査
員
（
人
文
学
領
域
）【
事
後
報
告
】（
二
〇
一
七
年
五
月
一
日
～
七
月
三
一
日
）
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
・
大
学
院
文
学
研
究
科
長
・
大
学
院
文
学
研
究
科
委
員
二
八
七
・
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
倫
理
審
査
委
員
会
委
員
長
・
大
学
院
自
己
点
検
・
評
価
委
員
・
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
博
物
館
館
長
・
東
洋
大
学
重
点
研
究
戦
略
会
議
・
優
秀
教
員
活
動
賞
選
考
委
員
会
委
員
・
井
上
円
了
記
念
研
究
助
成
運
営
委
員
会
委
員
・
井
上
円
了
記
念
研
究
助
成
審
査
部
会
委
員
神　
田　
千　
里　
教
授
研
究
活
動
〇
著
書
・
島
原
の
乱
─
─
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
と
武
装
蜂
起　
　
　
単
著
二
〇
一
八
年
八
月
一
〇
日　
講
談
社
（
学
術
文
庫
）、
二
九
四
頁
学
会
活
動
白
山
史
学
会
（
会
員
）・
史
学
会
（
同
）・
日
本
史
研
究
会
（
同
）・
海
南
史
学
会
（
同
）。
教
育
活
動
○
歴
史
学
研
究
法
Ａ
・
Ｂ
・
日
本
史
史
料
研
究
Ａ
・
Ｂ
・
地
域
史
（
日
本
）
Ａ
・
Ｂ
・
日
本
史
学
卒
論
演
習
Ａ
・
Ｂ
（
以
上
学
部
）・
日
本
史
学
特
論
Ａ
・
Ｂ
・
日
本
史
学
演
習
Ａ
・
Ｂ
・
日
本
史
学
研
究
指
導
Ａ
・
Ｂ
（
以
上
大
学
院
）。
社
会
的
活
動
・
日
本
歴
史
学
会
理
事
・
評
議
員
。
な
し
。
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
教
職
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
委
員
白
川
部　
達　
夫　
教
授
研
究
活
動
○
論
文
「
大
坂
干
鰯
屋
と
諸
藩
」（
北
村
行
遠
編
『
近
世
の
宗
教
と
地
域
社
会
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
八
年
二
月
一
八
日
）
単
著
、
二
六
七
～
二
九
五
頁
「
近
世
阿
波
に
お
け
る
肥
料
取
引
の
諸
相
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
七
一
集
史
学
科
四
三
号
、
二
〇
一
八
年
二
月
二
八
日
）
単
著
、
四
七
～
七
六
頁
「
明
治
・
大
正
期
の
高
橋
家
の
資
産
状
況
」（
白
川
部
達
夫
編
『
越
後
宮
川
新
田
高
橋
家
文
書
の
研
究
』
Ⅰ
、
井
上
円
了
紀
念
助
成
・
人
間
科
学
総
合
研
究
所
共
同
研
究
二
〇
一
七
年
度
報
告
書
、
二
〇
一
八
年
七
月
二
七
日
）、
単
著
、
三
五
～
四
〇
頁
○
そ
の
他
「
江
戸
時
代
の
古
文
書
の
読
み
方
12
─
質
地
証
文
」（『
書
物
学
』一
二
巻
、
勉
誠
社
、
二
〇
一
八
年
二
月
二
八
日
）
単
著
、
五
一
～
五
八
頁
「
江
戸
時
代
の
古
文
書
の
読
み
方
13
─
人
別
送
状
」（『
書
物
学
』一
三
巻
、
勉
誠
社
、
二
〇
一
八
年
八
月
二
五
日
）
単
著
、
五
七
～
六
四
頁
「
江
戸
時
代
の
古
文
書
の
読
み
方
14
─
村
の
出
来
事
・
酒
狂
」（『
書
物
学
』
一
一
巻
、
勉
誠
社
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
二
一
日
）
単
著
、
二
九
～
三
五
頁
二
八
八
○
研
究
報
告
・
口
頭
報
告
「『
世
事
見
聞
録
』
の
窮
民
」（
近
世
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
於
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
福
武
ホ
ー
ル
地
下
一
階
中
会
議
室
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
三
日
）
○
調
査
活
動
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
Ｃ
・
一
般
「
近
世
後
期
の
肥
料
商
と
社
会
変
動
」
研
究
代
表
者
井
上
円
了
記
念
研
究
助
成
・
人
間
科
学
総
合
研
究
所
共
同
研
究
「
越
後
宮
川
新
田
高
橋
家
文
書
の
研
究
」
研
究
代
表
者
学
会
活
動
白
山
史
学
会
、関
東
近
世
史
研
究
会
（
評
議
員
）、日
本
古
文
書
学
会
（
評
議
員
）、
立
正
史
学
会
（
評
議
員
）
歴
史
学
研
究
会
、
日
本
史
研
究
会
、
歴
史
科
学
協
議
会
、
地
方
史
研
究
協
議
会
（
会
員
）
教
育
活
動
○
学
内
歴
史
の
諸
問
題
、
歴
史
学
研
究
法
Ａ
Ｂ
、
日
本
史
史
料
研
究
、
日
本
史
学
卒
論
演
習
③
、
卒
業
論
文
指
導
、
日
本
史
概
説
、（
以
上
学
部
）
日
本
史
学
特
論
Ⅲ
、
日
本
史
学
演
習
Ⅲ
、
日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
以
上
大
学
院
）
○
学
外
中
央
大
学　
日
本
社
会
経
済
史
、
日
本
史
演
習　
慶
應
義
塾
大
学　
日
本
史
概
説
Ⅲ　
日
本
史
概
説
Ⅳ
社
会
的
活
動
〇
講
演
「
近
世
民
衆
社
会
意
識
論
に
よ
せ
て
」（
法
政
大
学
史
学
会
、
於
法
政
大
学
、
二
〇
一
八
年
六
月
九
日
）
〇
文
化
財
国
指
定
名
勝
「
お
く
の
ほ
そ
道
の
風
景
地　
草
加
松
原
」
保
存
活
用
委
員
会
委
員
長
（
二
〇
一
七
年
九
月
七
日
よ
り
）
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
東
洋
大
学
出
版
会
運
営
委
員
岩　
下　
哲　
典　
教
授
研
究
活
動
○
単
著
・『
江
戸
無
血
開
城　
本
当
の
功
労
者
は
誰
か
？
』　
二
〇
一
八
年
七
月
一
日　
吉
川
弘
文
館　
全
一
九
五
頁
・『
普
及
版　
幕
末
日
本
の
情
報
活
動　
「
開
国
」
の
情
報
史
』
二
〇
一
八
年
七
月
二
五
日　
雄
山
閣　
全
三
九
八
頁
○
論
文
「
高
橋
九
郎
宛
石
黒
忠
悳
書
簡
に
み
る
九
郎
と
忠
悳
の
関
係
」『
越
後
宮
川
新
田
高
橋
家
文
書
の
研
究
』
Ⅰ　
白
川
部
達
夫
編　
二
〇
一
八
年
七
月
二
七
日　
四
一
～
四
八
頁
○
そ
の
他
・「
史
料
紹
介　
村
山
家
文
書
の
高
橋
泥
舟
関
係
書
簡
に
つ
い
て
（
上
）」
単
著　
『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
篇
第
四
三
号　
二
〇
一
八
二
八
九
年
二
月
二
八
日　
七
七
～
一
二
二
頁
・「『
江
戸
無
血
開
城
』『
徳
川
家
存
続
』『
慶
喜
の
助
命
』
の
『
一
番
鎗
』
は
山
岡
鉄
舟
で
あ
る
」
単
著　
『
西
郷
隆
盛
と
幕
末
三
舟
の
書
展
』（
図
録
）
二
〇
一
八
年
七
月
一
六
日　
九
二
頁
～
九
六
頁
・「
忘
れ
て
い
た
情
報
屋
の
日
記
と
鉄
舟
直
筆
『
履
歴
』
の
記
事
」
単
著
　
『
本
郷
』
第
一
三
七
号
、
二
〇
一
八
年
九
月
、
吉
川
弘
文
館
、
一
一
～
一
三
頁
・「
史
料
散
歩　
『
井
上
石
見
宛
岩
倉
具
視
書
簡
』
に
遭
遇
の
記
」
日
本
歴
史
学
会
編
『
日
本
歴
史
』
第
八
四
四
号
、
二
〇
一
八
年
九
月
、
吉
川
弘
文
館
、
七
三
～
七
五
頁
○
学
会
報
告
・「
赤
松
小
三
郎
と
坂
本
龍
馬
」
二
〇
一
八
年
二
月
一
〇
日
（
土
）
幕
末
史
研
究
会　
武
蔵
野
商
工
会
議
所
・「
東
京
大
学
教
師
・
医
師
ベ
ル
ツ
と
高
橋
泥
舟
」
二
〇
一
八
年
六
月
三
日
（
土
）
洋
学
史
研
究
会　
青
山
学
院
大
学
総
研
ビ
ル
会
議
室
・「
世
界
遺
産
の
保
全
と
高
校
生
の
役
割
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
司
会　
世
界
遺
産
高
校
生
会
議
イ
ン
佐
賀　
二
〇
一
八
年
八
月
一
八
日
（
土
）
～
一
九
日
（
日
）
佐
賀
大
学
講
堂
・「
哲
学
館
事
件
と
石
黒
忠
悳
」
二
〇
一
八
年
八
月
三
〇
日
（
木
）　
東
ア
ジ
ア
秩
序
研
究
会　
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
六
号
館
六
四
一
〇
教
室
・「
伊
達
宗
城
と
洋
学
」
二
〇
一
八
年
九
月
八
日
（
土
）　
洋
学
史
学
会
宇
和
島
大
会　
宇
和
島
み
な
と
オ
ア
シ
ス
き
さ
い
や
広
場
講
堂
・「
今
だ
か
ら
こ
そ
考
え
よ
う
！
日
本
の
近
代
化
と
明
治
維
新
１
５
０
年
」
二
〇
一
八
年
一
二
九
月
二
三
日
（
日
）
地
域
か
ら
考
え
る
世
界
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
集
会　
至
誠
大
学
講
堂
○
調
査
活
動
・
岡
山
県
津
山
洋
学
資
料
館
久
原
家
文
書
調
査　
二
〇
一
八
年
二
月
二
四
日
～
二
五
日　
三
月
二
〇
日
～
二
二
日
・
鹿
児
島
大
学
付
属
図
書
館
玉
里
文
庫
、
鹿
児
島
県
歴
史
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
、
仙
巌
園
尚
古
集
成
館
、
西
郷
南
洲
顕
彰
館　
幕
末
維
新
関
係
資
料
調
査　
二
〇
一
八
年
五
月
一
八
日
～
二
〇
日
・
静
岡
県
藤
枝
市
岡
部
町
岡
部
廻
沢
地
区
松
岡
神
社
文
書
調
査　
二
〇
一
八
年
八
月
一
三
日
～
一
五
日
お
よ
び
一
一
月
二
五
日
学
会
活
動
・
白
山
史
学
会
（
常
任
委
員
）、
高
橋
泥
舟
史
料
研
究
会
（
代
表
）、
洋
学
史
研
究
会
（
副
会
長
）、
洋
学
史
学
会
、
地
方
史
研
究
協
議
会
、
日
本
海
事
史
学
会
、
日
本
仏
学
史
学
会
、
名
古
屋
郷
土
文
化
会
、
静
岡
山
岡
鉄
舟
会
、
日
本
医
史
学
会
、
日
本
情
報
経
営
学
会
、
交
通
史
学
会
教
育
活
動
○
学
内
「
歴
史
の
諸
問
題
Ａ
７
・
Ｂ
７
」「
歴
史
の
諸
問
題
Ａ
８
・
Ｂ
８
」「
歴
史
の
諸
問
題
Ａ
９
・
Ｂ
９
」「
日
本
史
学
卒
論
演
習
６
」「
博
物
館
概
論
」
（
以
上
学
部
）「
日
本
史
学
特
論
Ⅳ
（
Ⅳ
Ａ
・
Ⅳ
Ｂ
）」「
日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅳ
（
Ⅳ
Ａ
・
Ⅳ
Ｂ
）」「
日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅳ
（
Ⅳ
Ａ
・
Ⅳ
Ｂ
）」「
日
本
史
学
演
習
Ⅳ
（
Ⅳ
Ａ
・
Ⅳ
Ｂ
」（
以
上
大
学
院
）
○
学
外
二
九
〇
・
都
留
文
科
大
学
「
国
語
国
文
学
と
日
本
史
」「
歴
史
と
文
化
」
社
会
的
活
動
○
講
演
・
講
座
・「
ペ
リ
ー
来
航
と
幕
末
情
報
社
会
─
予
告
情
報
と
『
金
海
奇
観
』」
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
三
日
（
土
）
出
張
講
座　
福
井
県
越
前
市
教
育
委
員
会
・「
ペ
リ
ー
来
航
と
幕
末
情
報
社
会
─
予
告
情
報
と
『
金
海
奇
観
』」
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
四
日
（
日
）
出
張
講
座　
愛
知
県
北
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
・「
ペ
リ
ー
来
航
と
幕
末
情
報
社
会
─
中
浜
万
次
郎
と
『
金
海
奇
観
』」
二
〇
一
八
年
一
一
月
三
日
（
日
）
出
張
講
座　
高
知
県
土
佐
清
水
市
市
長
室
・「
江
戸
無
血
開
城
の
真
実
を
語
る
」二
〇
一
八
年
一
一
月
一
六
日（
金
）、
三
〇
日
（
金
）、
一
二
月
七
日
（
金
）　
東
洋
大
学
公
開
講
座
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
講
座
Ａ
・「
病
と
む
き
あ
う
藩
医
た
ち
」　
二
〇
一
八
年
一
二
月
九
日
（
日
）　
岡
山
県
津
山
洋
学
資
料
館GEN
PO
ホ
ー
ル　
上
廣
歴
史
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
講
演
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
講
師
・
パ
ネ
ラ
ー
○
Ｔ
Ｖ
出
演
・
一
月
二
日　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム「
英
雄
た
ち
の
選
択（
番
組
名
）」
「
新
春
ス
ペ
シ
ャ
ル　
幕
末
ヒ
ー
ロ
ー
列
伝　
こ
れ
が
薩
摩
藩
の
底
力
だ
！
」
ス
タ
ジ
オ
出
演
・
九
月
五
日　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
「
偉
人
た
ち
の
健
康
診
断
（
番
組
名
）」「
ジ
ョ
ン
万
次
郎　
無
人
島
サ
バ
イ
バ
ル
の
極
意
」
ス
タ
ジ
オ
出
演
・
九
月
二
〇
日　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
「
英
雄
た
ち
の
選
択
」「
幕
末
最
強
の
軍
を
つ
く
っ
た
男
～
佐
賀
藩
主　
鍋
島
閑
叟
～
」
ス
タ
ジ
オ
出
演
・
一
〇
月
二
九
日
Ｂ
Ｓ
11
「
歴
史
科
学
捜
査
班
（
番
組
名
）」「
長
崎
出
島
」
ス
タ
ジ
オ
出
演
○
新
聞
等
・「
史
書
を
訪
ね
て　
ペ
リ
ー
提
督
日
本
遠
征
記
」
読
売
新
聞
夕
刊　
二
〇
一
八
年
五
月
二
二
日　
写
真
入
り
コ
メ
ン
ト
「
解
く
」
・「
教
育
の
担
い
手
」
東
洋
大
学
広
報
、
二
五
二
号
、
二
〇
一
八
年
六
月
一
五
日
・「
江
戸
無
血
開
城
の
真
実
を
語
る
」
東
京
新
聞　
二
〇
一
八
年
八
月
二
八
日　
公
開
講
座
広
告
・「
本
だ
な　
『
江
戸
無
血
開
城
』
岩
下
哲
典
著
」
仏
教
タ
イ
ム
ス　
二
〇
一
八
年
八
月
三
〇
日
・「
鹿
児
島
県
史
料
編
さ
ん
半
世
紀　
見
内
外
か
ら
高
い
評
価　
覚
悟
試
さ
れ
る
果
て
な
き
道
」
南
日
本
新
聞　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
〇
日
朝
刊　
コ
メ
ン
ト
・「
歴
史
書
懇
話
会
創
立
五
〇
周
年
記
念　
読
書
ア
ン
ケ
ー
ト
」
歴
史
書
通
信
、
第
二
四
〇
号
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
日　
お
す
す
め
図
書
紹
介
○
博
物
館
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
二
九
一
・「
特
別
展　
藤
枝
発　
駿
河
の
幕
末
維
新
」
藤
枝
市
郷
土
博
物
館　
二
〇
一
八
年
一
一
月
刊
行　
展
覧
会
要
旨
に
氏
名
・
著
作
が
掲
載
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
・
キ
ャ
リ
ア
就
職
推
進
委
員
会
委
員
・
史
学
科
一
年
生
国
内
研
修
担
当
・
井
上
円
了
記
念
博
物
館
運
営
委
員
大
豆
生
田　
稔　
教
授
研
究
活
動
○
著
書
・
文
京
区
編
『
文
京
区
史
』
二
〇
一
八
年
三
月
、分
担
執
筆
、第
三
章
「
安
定
成
長
か
ら
バ
ブ
ル
経
済
へ
」（
第
三
節
三
「
町
名
変
更
と
旧
町
名
の
保
存
」、
お
よ
び
第
五
節
一
・
二
を
除
く
）、
三
七
三
～
四
五
六
、四
五
九
～
五
〇
一
、五
一
二
～
五
二
一
頁
。
○
論
文
・「
米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地
」『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
七
一
集
（
史
学
科
篇
第
四
三
号
）、
二
〇
一
八
年
二
月
、
単
著
、
一
二
三
～
一
九
三
頁
。
○
学
会
報
告
・
日
本
農
業
史
学
会
二
〇
一
八
年
度
研
究
報
告
会
（
二
〇
一
八
年
三
月
二
九
日
、
京
都
大
学
農
学
部
）、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
食
と
農
の
地
域
史
（
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
）
─
消
費
と
生
産
を
め
ぐ
る
関
係
史
の
試
み
─
」、
コ
メ
ン
ト
○
調
査
研
究
活
動
・
日
本
学
術
振
興
会
二
〇
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））、「
戦
前
日
本
の
外
米
輸
入
─
米
不
足
の
構
造
と
輸
入
補
填
（
明
治
初
年
～
戦
時
の
実
証
的
・
総
合
的
研
究
）」、
研
究
代
表
者
・
日
本
学
術
振
興
会
二
〇
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））、「
戦
間
期
に
お
け
る
商
品
取
引
所
の
価
格
形
成
機
能
と
市
場
運
営
─
堂
島
米
市
場
文
書
に
よ
る
実
証
研
究
」、
研
究
分
担
者
社
会
的
活
動
○
講
演
・「
堀
田
家
農
事
試
験
場
に
つ
い
て
」（
佐
倉
市
民
カ
レ
ッ
ジ
「
佐
倉
市
の
歴
史
」）、
佐
倉
市
中
央
公
民
館
、
二
〇
一
八
年
七
月
一
九
日
教
育
活
動
○
学
内
歴
史
学
研
究
法
Ａ
③
─
歴
史
学
研
究
の
方
法
─
、
歴
史
学
研
究
法
Ｂ
③
─
論
文
を
読
ん
で
み
よ
う
─
、
日
本
史
学
特
講
Ａ
⑧
─
開
港
場
横
浜
の
形
成
─
、
日
本
史
学
特
講
Ｂ
⑧
─
横
浜
貿
易
の
展
開
─
、
日
本
史
史
料
研
究
Ａ
・
Ｂ
④
─
日
本
近
現
代
史
史
料
の
講
読
─
、
日
本
史
学
卒
論
演
習
Ａ
・
Ｂ
⑤
─
日
本
近
現
代
史
の
卒
論
作
成
─
（
以
上
、
学
部
）、
日
本
史
学
特
論
Ⅴ
Ａ
・
Ｂ
─
日
本
近
現
代
史
の
諸
問
題
─
、
日
本
史
学
演
習
Ⅴ
Ａ
・
Ｂ
、
日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅴ
Ａ
・
Ｂ
、
日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅴ
Ａ
・
Ｂ
─
日
本
近
現
代
史
研
究
─
（
以
上
、
大
学
院
）
学
会
活
動
・
白
山
史
学
会
（
常
任
委
員
）、
社
会
経
済
史
学
会
（
評
議
員
）、
史
学
二
九
二
会
、
歴
史
学
研
究
会
、
政
治
経
済
学
・
経
済
史
学
会
、
経
営
史
学
会
、
首
都
圏
形
成
史
研
究
会
、
同
時
代
史
研
究
会
、
日
本
農
業
史
学
会
、
日
本
植
民
地
研
究
会
（
会
員
）
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
・
全
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
運
営
小
委
員
会
委
員
、
東
洋
大
学
人
間
科
学
総
合
研
究
所
紀
要
編
集
委
員
西　
村　
陽　
子　
准
教
授
研
究
活
動
○
著
書
『
唐
代
沙
陀
突
厥
史
の
研
究
』（
汲
古
叢
書
１
５
０
）、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
八
月
○
論
文
・「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
探
検
」
単
著
、『
歴
史
と
地
理
：
世
界
史
の
研
究
』
二
〇
一
八
／
五
、N
o.
七
一
四
、二
〇
一
八
年
五
月
、
三
九
─
四
二
頁
○
講
演
・「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
探
検
隊
と
黄
文
弼
地
図
」、
白
山
史
学
会
第
五
五
回
大
会
、
二
〇
一
六
年
六
月
三
〇
日
・「
東
洋
文
庫
所
蔵
」
貴
書
数
拠
庫
的
建
立
与
絲
綢
之
路
遺
址
之
重
新
発
見“D
igitalA
rchiveofT
oyoBunkoRareBooksandRe-
IdentifyoftheA
ncientSitesontheSilkRoad”,
国
際
公
文
書
館
会
議
東
ア
ジ
ア
地
域
支
部
（EA
ST
ICA
）
国
際
会
議
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
記
録
遺
産
の
保
護
と
ア
ク
セ
ス
向
上
」theInternational
ConferenceonSafeguardingandIncreasingA
ccesstothe
D
ocum
entaryH
eritageoftheSilkRoutes,Fuzhou,N
ov.6-7,
2018.
・「
華
北
交
通
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
：
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
日
中
戦
争
期
写
真
の
整
理
と
全
面
公
開
」、
二
〇
一
六
年
度
白
東
史
学
会
大
会
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
八
日
・「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
歴
史
と
地
形
：
東
洋
文
庫
ア
ー
カ
イ
ブ
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
遺
跡
の
再
発
見
」、
第
六
回
歴
史
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
研
究
会
、
人
文
学
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
共
同
利
用
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
二
二
日
○
調
査
活
動
・
日
本
学
術
振
興
会
：
科
学
研
究
費
補
助
金
若
手
研
究
（
Ｂ
）「
地
図
史
料
批
判
に
基
づ
く
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
探
険
隊
資
料
の
統
合
と
遺
跡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
」（
研
究
代
表
者
）
・
日
本
学
術
振
興
会
：
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
デ
ジ
タ
ル
史
料
批
判
：
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
人
文
情
報
学
の
た
め
の
連
結
指
向
型
研
究
基
盤
」（
研
究
分
担
者
）
・
日
本
学
術
振
興
会
：
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
古
代
・
中
世
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
の
交
通
・
交
易
・
交
流
」（
研
究
分
担
者
）
学
会
活
動
白
山
史
学
会
、
史
学
会
、
東
方
学
会
、
白
東
史
学
会
、
唐
代
史
研
究
会
、
情
報
処
理
学
会
二
九
三
教
育
活
動
［
学
部
］
歴
史
学
研
究
法
Ａ
・
Ｂ
⑤
、
地
域
史
（
東
洋
）
Ａ
・
Ｂ
、
東
洋
史
学
演
習
④
、東
洋
史
学
卒
論
演
習
①
［
大
学
院
］
東
洋
史
学
特
論
Ⅰ
、
東
洋
史
学
演
習
Ⅰ
、
東
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅰ
、
東
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅰ
社
会
的
活
動
・
文
化
遺
産
国
際
協
力
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
東
ア
ジ
ア
中
央
ア
ジ
ア
分
科
会
委
員
・
情
報
処
理
学
会CH
研
究
会
運
営
委
員
・
人
文
系
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
協
議
会 
会
員
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
委
員
・
学
生
生
活
委
員
千　
葉　
正　
史　
教
授
研
究
活
動
○
論
文
・「
清
末
行
政
綱
目
訳
註
補
遺
」
単
著
、『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
七
一
集
史
学
科
篇
第
四
三
号
、
二
〇
一
八
年
二
月
二
八
日
、
一
九
五
～
二
一
四
頁
。
○
学
会
報
告
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
会
第
一
四
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
世
界
大
戦
と
国
民
統
合
─
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
百
周
年
に
際
し
て
の
再
考
察
」
趣
旨
説
明
、
首
都
大
学
東
京
、
二
〇
一
八
年
四
月
二
一
日
。
・「
清
末
中
国
奥
地
の
郵
便
事
情
─
能
海
寛
の
手
紙
よ
り
探
る
─
」、
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
能
海
寛
生
誕
一
五
〇
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新
仏
教
徒
能
海
寛
─
哲
学
館
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
へ
─
」
第
二
部
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
能
海
寛
・
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
発
信
」、
東
洋
大
学
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
〇
日
。
○
そ
の
他
・「
交
通
運
輸
」
単
著
、『
中
国
年
鑑
２
０
１
８
』、
一
般
社
団
法
人
中
国
研
究
所
、
二
〇
一
八
年
五
月
二
五
日
、
三
二
九
～
三
三
二
頁
。
学
会
活
動
白
山
史
学
会
（
常
任
委
員
）、
鉄
道
史
学
会
（
評
議
員
・
会
計
監
事
）、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
会
（
委
員
）、
史
学
会
、
社
会
経
済
史
学
会
、
東
洋
史
研
究
会
、
歴
史
学
会
教
育
活
動
○
学
内　
東
洋
史
史
料
研
究
Ａ
・
Ｂ
②
、
歴
史
学
研
究
法
Ａ
・
Ｂ
⑥
、
東
洋
史
学
卒
論
演
習
②
、
日
本
史
学
卒
論
演
習
④
、
地
域
史
（
東
洋
）
Ａ
・
Ｂ
②
、（
以
上
、
学
部
）
東
洋
史
学
特
論
Ⅱ
、
東
洋
史
学
演
習
Ⅱ
、
東
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅱ
、
東
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
以
上
、
大
学
院
）
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
史
学
科
学
科
長
、
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
運
営
委
員
二
九
四
髙　
畠　
純　
夫　
教
授
研
究
活
動
○
著
書
・
髙
畠
純
夫
『
ア
イ
ネ
イ
ア
ス
『
攻
城
論
』
─
─
解
説
・
翻
訳
・
註
解
─
─
』、
東
洋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
七
月
一
〇
日
、X
LV
+
三
〇
二
頁
．
・
髙
畠
純
夫
・
齋
藤
貴
弘
・
竹
内
一
博
『
図
説　
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
暮
ら
し
』、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
三
〇
日
、
一
二
七
頁
．
○
論
文
・Sum
ioT
A
K
A
BA
T
A
K
E,“T
heIdeaofpoliteiainA
ncient
GreekH
istory”　
『
人
間
科
学
研
究
所
研
究
紀
要
』
第
二
一
号
（
八
三
～
九
九
頁
）
〇
翻
訳
・
註
解
・
髙
畠
純
夫
「
イ
サ
イ
オ
ス
弁
論
集
（
２
）」、『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要　
史
学
科
篇
』
四
四
号
、
一
七
五
～
二
四
二
頁
学
会
活
動
白
山
史
学
会
（
常
任
委
員
）、
史
学
会
（
理
事
〈
編
集
担
当
〉、
大
会
実
行
委
員
）、
西
洋
古
典
学
会
、
古
代
世
界
研
究
会
（
委
員
）
教
育
活
動
○
学
内
歴
史
学
研
究
法
、
西
洋
史
学
史
料
研
究
、
西
洋
史
学
特
講
、
西
洋
史
学
卒
論
演
習
①
（
以
上
、
学
部
）、
西
洋
史
学
特
論
Ｉ
、
西
洋
史
学
特
殊
研
究
Ｉ
、
西
洋
史
学
研
究
指
導
Ｉ
、
西
洋
史
学
演
習
Ｉ
、
西
洋
史
学
研
究
指
導
Ｉ
（
以
上
、
大
学
院
）
鈴　
木　
道　
也　
教
授
研
究
活
動
○
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
・「
中
世
の
政
治
文
化
を
め
ぐ
っ
て
：
中
世
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
研
究
の
現
状
」
単
著　
二
○
一
八
年
三
月
一
五
日　
『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
篇
四
三
号　
（
三
一
八
～
二
九
三
頁
）
・「
大
学
に
お
け
る
世
界
史
教
育
の
現
状
と
課
題
（
２
）
世
界
史
学
習
に
関
す
る
大
学
生
た
ち
の
意
識
調
査
」
共
著　
二
〇
一
八
年
三
月　
『
岩
手
県
立
大
学
盛
岡
短
期
大
学
部
研
究
論
集
』
第
二
〇
号
（
四
七
～
五
六
頁
）
・「
世
界
史
教
育
と
外
国
史
研
究
と
の
連
携
・
協
働
の
た
め
の
予
備
調
査
報
告
：
異
文
化
理
解
と
内
発
的
動
機
づ
け
の
観
点
か
ら
」
共
著　
二
〇
一
八
年
三
月　
『
岩
手
県
立
大
学
盛
岡
短
期
大
学
部
研
究
論
集
』
第
二
〇
号
（
五
七
～
六
一
頁
）
・“LouisIX
,justiceroyaleetL’enquête”,H
ypothèses 2017 
T
ravaux de l’É
cole doctorale d’histoire,pp.26-32,2018.
○
学
会
報
告
・“LouisIX
,justiceroyaleetL’enquête”,Laviecom
m
unau-
taireetleserviceàlacom
m
unauté.L’exem
plecanonialet
sesrépercussionsdanslem
ondelaïc(EuropeO
ccidentale,
二
九
五
duX
IeauX
V
esiècle)(U
niversitéParis1[France]),12,
Septem
ber,2018.
○
調
査
活
動
・
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
（
一
般
）
「
中
世
フ
ラ
ン
ス
王
国
の
政
治
文
化　
カ
ペ
ー
・
ヴ
ァ
ロ
ワ
両
王
朝
期
の
知
識
人
と
そ
の
作
品
」
研
究
代
表
者
・
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金（
基
盤
研
究（
Ｂ
）（
一
般
）「
中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
正
し
い
認
識
力
」
観
念
の
変
遷
」
研
究
分
担
者
学
会
活
動
白
山
史
学
会
、
西
洋
中
世
学
会
（
常
任
委
員
・
事
務
局
長
）、
西
洋
史
研
究
会
（
理
事
）、
日
本
西
洋
史
学
会
、
史
学
会
、
東
北
史
学
会
、T
he
M
edievalChronicleSociety
、
日
仏
歴
史
学
会
（
幹
事
）
教
育
活
動
○
学
内　
歴
史
学
概
論
、
地
域
史
（
西
洋
）
Ａ
、
歴
史
学
研
究
法
Ａ
⑧
、
歴
史
学
研
究
法
Ｂ
⑧
、
西
洋
史
史
料
研
究
Ａ
②
、
西
洋
史
史
料
研
究
Ｂ
②
、
西
洋
史
学
卒
論
演
習
②
（
以
上
、
学
部
）、
西
洋
史
学
特
論
Ⅱ
Ａ
、
西
洋
史
学
特
論
Ⅱ
Ｂ
、
西
洋
史
学
演
習
Ⅱ
Ａ
、
西
洋
史
学
演
習
Ⅱ
Ｂ
、
西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
、
西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ｂ
、
西
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
、
西
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ｂ
（
以
上
、
大
学
院
）
社
会
的
活
動
○
講
演
・
講
座
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
青
山
教
室
講
師（「
中
世
を
旅
す
る
─
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
説
・
旅
行
記
・
地
図
─
」）
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
さ
い
た
ま
ア
リ
ー
ナ
教
室
講
師
（「
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
を
読
み
解
く
～
現
代
社
会
の
源
流
を
探
る
～
」）
・
東
海
大
学
文
学
部
第
三
回
「
知
の
コ
ス
モ
ス
」
講
演
会
（「
中
世
フ
ラ
ン
ス
王
国
と
パ
リ
」）
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
四
日　
於
：
東
海
大
学
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
大
学
院
専
攻
長
後　
藤　
は
る
美　
准
教
授
研
究
活
動
〇
論
文
・「
一
七
世
紀
ブ
リ
テ
ン
諸
島
に
お
け
る
礫
岩
国
家
・
主
権
・
法
の
支
配
」（
合
同
部
会
「
主
権
国
家
」
再
考
）『
歴
史
学
研
究
』
九
七
六
号
、
二
〇
一
八
年
、
一
六
八
～
一
七
八
頁
○
学
会
発
表
・「
一
七
世
紀
ブ
リ
テ
ン
諸
島
に
お
け
る
礫
岩
国
家
・
主
権
・
法
の
支
配
」
（
合
同
部
会
「
主
権
国
家
」
再
考
）、
歴
史
学
研
究
会
大
会
、
於
早
稲
田
大
学
、
二
〇
一
八
年
五
月
二
七
日
○
国
際
セ
ミ
ナ
ー
・
企
画
、
司
会
「
民
」
と
革
命
─
─
一
七
世
紀
イ
ギ
リ
ス
史
再
考
２　
PeoplesandRevolutions:RethinkingSeventeenth-Century
BritishH
istory2
」
於
東
洋
大
学
、
二
〇
一
八
年
三
月
一
〇
日
二
九
六
・
企
画
、
司
会
「
社
会
史
再
考
２　
RethinkingSocialH
istory2
」
於
東
洋
大
学
、
二
〇
一
八
年
三
月
一
一
日
〇
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
研
究
代
表
者
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
Ｃ
）「
近
世
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
大
衆
出
版
と
政
治
文
化
」、
二
〇
一
八
～
二
〇
二
〇
年
度
）
・
研
究
分
担
者
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
Ａ
）「
歴
史
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
主
権
概
念
の
批
判
的
再
構
築
」（
研
究
代
表
者
・
古
谷
大
輔
〔
大
阪
大
学
〕、
二
〇
一
七
～
二
〇
二
〇
年
度
）
・
研
究
分
担
者
、
井
上
記
念
助
成
（
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
歴
史
学
」（
二
〇
一
七
～
二
〇
一
九
年
度
）
学
会
活
動
白
山
史
学
会
、
史
学
会
、
西
洋
史
学
会
、
都
市
史
学
会
教
育
活
動
学
内　
英
語
Ⅰ
Ｂ
⑤
⑥
⑦
、
西
洋
史
学
史
料
研
究
③
、
西
洋
史
学
卒
論
演
習
④
、
西
洋
史
学
特
論
Ⅲ
、
西
洋
史
学
演
習
Ⅲ
学
外　
日
本
女
子
大
学
大
学
院
（
非
常
勤
講
師
）　
西
洋
西
洋
史
特
殊
研
究
Ⅲ
─
２
（
西
洋
近
代
史
特
論
）
大
学
・
学
部
・
管
理
活
動
外
国
語
委
員
村　
田　
奈
々
子　
教
授
研
究
活
動
〇
寄
稿
・「
地
中
海
の
〈
城
〉
11
：
王
妃
の
塔
」『
地
中
海
学
会
月
報
』
四
〇
七
号
（
二
〇
一
八
年
二
月
）
八
頁
・「
難
民
の
危
機
救
っ
た
日
本
船
」『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
二
日
（
朝
刊
）
・“D
idaJapaneseShipRescueH
undredsofGreekRefugees
from
Sm
yrnaaCenturyA
go?,”W
e are T
om
odachi,T
he
governm
entofJapan(A
utum
n2018),26-27.
○
学
会
発
表
等
・「
世
界
大
戦
と
国
民
統
合
─
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
百
周
年
に
際
し
て
の
再
考
察
」
コ
メ
ン
ト
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
会
第
一
四
回
大
会　
於
：
首
都
大
学
東
京　
二
〇
一
八
年
四
月
二
一
日
・「
ギ
リ
シ
ャ
・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
帰
結
」
日
本
Ｅ
Ｕ
学
会
第
三
九
回
研
究
大
会　
於
：
獨
協
大
学　
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
八
日
学
会
活
動
白
山
史
学
会
、
日
本
西
洋
史
学
会
、
史
学
会
、
日
本
中
東
学
会
、
日
本
政
治
学
会
、
日
本
Ｅ
Ｕ
学
会
、
地
中
海
学
会
、
東
欧
史
研
究
会
、
歴
史
学
研
究
会
教
育
活
動
○
学
内　
史
料
研
究
、
西
洋
史
学
演
習
、
西
洋
史
学
卒
論
演
習
、
西
洋
史
概
説
（
以
上
、
学
部
）
西
洋
史
学
演
習
Ⅰ
Ｖ
、
西
洋
史
学
特
論
Ⅰ
Ｖ
、
文
献
研
究
（
以
上
、
大
学
院
）
二
九
七
〇
ス
ロ
ベ
ニ
ア
・
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ー
ナ
大
学
短
期
海
外
研
修
引
率
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
○
学
外　
東
京
外
国
語
大
学
（
非
常
勤
講
師
）「
世
界
の
こ
と
ば
─
─
現
代
ギ
リ
シ
ア
語
」
社
会
的
活
動
○
依
頼
原
稿
・「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
端
か
ら
見
え
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」『
研
究
紀
要
─
地
理
歴
史
科
・
公
民
科
部
会
』
第
六
二
集
─
分
冊
（
青
森
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
）（
平
成
二
九
年
度
）
三
一
─
三
五
頁
大
学
・
学
部
・
管
理
活
動
入
試
委
員
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
委
員
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
